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令和7（2025）年度 仙台大学FD年次活動報告

報 告 REPORT 

本学では、教員を中心に FD 活動を実施している。主な活動は、（1）学内 FD 
研修会の企画運営実施、（2）授業改善アンケートの実施、（3）シラバス・ルー
ブリック作成の支援、（4）FD 活動の広報・周知である。

（１）学内 FD 研修会の企画運営実施
　本年度は、次の 4 つの研修会を実施した。

① 新任教員 FD セミナー

4 月 4 日 （金） に今年度着任した新任教員を対象

としたスタートアップ支援 FD セミナーを開催

した。 本学のカリキュラムをはじめとする教務

に関する事項と FD 活動等について説明をした。

② 学修状況調査の概要報告研修会

本学では 6 月 4 日（水）から 6 月 18 日（水）

にかけて、学生に対する支援と指導のために日常

の学生の学修状況について、基礎的な資料を得る

ことを目的とした学修状況調査を全学生に Web 

アンケートにて実施した。この調査結果について

は、回答率が約 75％となり、9 月 2 日（火）に

開催した教授会で報告を行った。この調査結果を

通して、学年、学科、希望する進路、スポーツ

活動の有無等と 学修状況との関係が示された。

③ 授業改善 FD 研修会

9 月 17 日（水）に情報・データサイエンス

教育運営チームと共催で研修会を開催した。

講義型・実習型に分けて 2024 年度の授業評価

アンケートが高評価の教員や、学科代表の教員へ

依頼し、実際の取り組み事例などの説明を行い、

情報・データサイエンス教育運営チームからは、

ICT を利活用した教育事例紹介を行った。
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④ 授業づくりのための学生参加型 FD 研修会

本学では、学生と教員が参加する研修会を

毎年開催している。今年度は、「意欲を持って

集中して取り組める授業とは」をテーマに掲げ、

12 月 9 日（火）に研修会を開催した。対面で教員

と学生が集まり、教員と学生を交えたグループを

つくり、グループワークと、ディスカッション、

発表を行った。

（２）授業改善アンケートの実施
原則としてすべての科目を対象に「FD ネット

ワーク“つばさ”」のフォーマットで「授業改善

アンケート」を受講学生全員に実施した。個々

の授業の改善を目指し、授業内容・教授方法に

対する学生の反応を探ることが、本アンケート

の大きな狙いの一つである。

結果は、本学独自の「授業改善アンケート活用

フォーム」を用いて、集計結果を基に各教員が

担当科目と全体平均などとの比較が出来るように

なっている。

実施期間：年 2 回

（１）令和7年7月10日（木）～令和7年7月25日（金）

（２）令和8年1月09日（金）～令和8年1月27日（火）

（３）シラバス・ルーブリック作成の支援
教育改善企画運営委員会では毎年次年度の

様式や記載内容の項目について検討し、統一

様式により、原則すべての開講科目について

作成を依頼している。学生にとってよりわかり

やすいシラバス・ルーブリックとするために、 

本年度も教員に配布している シラバス・ルーブ

リック作成要領（「シラバス・ルーブリック作成

の手引き」）の見直しを行った。なお、シラバス・

ルーブリックは本学ホームページにも掲載し、

保護者等も閲覧できるようにしている。

（４）FD 活動の広報・周知
① FD 広報冊子の作成

本学では、FD 広報冊子（SUFD Report）を

年に 1 度発行している。この冊子の発行の目的

は、本学の教育改善企画運営委員会が実施して

いる FD 活動の内容を、学内外に周知すること

である。

②学外の FD 研修会情報の提供

学外において開催されている FD 研修会に

ついての情報提供を行っている。メールやポス

ター等で届いた開催案内を教員向けに整理し、

全教員を対象にメールで周知をしている。今年

度については、1 名の委員が「第 27 回基盤教育

ワークショップ」にオンラインにて参加した。
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令和７年度　新任教員のための FD セミナー
開催プログラム
日　　 時 ： 令和７年４月４日（金） 15:00 ～ 16:30　
会　　 場 ： A 棟 2 階 大会議室
準  備  物：学生便覧、オリエンテーション資料、TIMETABLE（時間割）、SUFD レポート等

報 告 REPORT 

時刻 内容 担当
15:05

15:15

15:30

15:45

15:55

16:05

16:10

16:30

開会挨拶

教務について
①　履修登録と成績評価
②　教室での機材の利用
③　学生の出欠管理
④　学生への連絡・告知
⑤　休講
⑥　オフィスアワー
⑦　その他

カリキュラムについて
①　カリキュラムポリシー
②　カリキュラム全体の編成
③　担任制

教養教育について
①　体育系大学の基礎教養
②　仙台大学の専門教養演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
③　学習基礎教養演習

FD 活動について
①　FD 活動とは
②　シラバス（授業概要）
③　授業改善アンケート
④　FD 研修会

倫理審査について
①　研究倫理の必要性
②　本学における倫理審査の流れ

フリートーク（質問疑問など）
グループ　新任教員　*FD 委員
　　　①　江尻、小野、田中亨　* 平良、白幡
　　　②　伊藤、金、横山　* 田口、遠藤 、齋藤
　　　③　原、坂上、吉村　* 林、佐藤周 、山内

閉会挨拶

司会： 須藤
挨拶：平良 委員長
教務部　玉置 部長

柴山 教務委員長

氏家 教養教育部長

平良 委員長

荒井 倫理審査会 TL

後藤 委員

朴澤 教育企画部長
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報 告 REPORT 

令和 7 年度 授業改善 FD 研修会について
1. 目的
　　授業評価の高い教員の授業の実践例を聞くこと、また、「ICT スキルの向上及びオンライン授業の

高度化」は、本学教員に求められる能力のため、高度な取り組み事例を聞くこと等によって、今後の
授業の参考とする。

　　さらには、本学の DX に関する取組を学内に留めず、学外の方にも紹介して普及を図る。

2. 主催、共催
　教育改善企画運営委員会、情報・データサイエンス教育運営チーム

3. 対象者
　仙台大学教員　外部一般参加希望者

4. 日時
　令和 7 年 9 月 17 日（水）16：00

5. 開催方法
　オンライン（Meet）による開催

6. 内容
1 部　高評価授業担当者による教育事例紹介（講義型）（15 分）

＜講師＞　宮田洋之講師
高評価授業担当者による教育事例紹介（演習型） （15 分）
＜講師＞　小池和幸教授

2 部　ICT を利活用した教育事例紹介 （15 分）　
＜講師＞　山口恭正助教

・FD 委員会の年度目標にある「ICT スキルの向上及びオンライン授業の高度化」をテーマとした
研修会を開催した。2024 年度の授業評価アンケートの高評価授業担当者へ講師を依頼し、講義と
演習それぞれの形態についての教育事例紹介を実施した。また、情報・データサイエンス教育運営
チームからは、ICT を利活用した教育事例について、説明を行った。
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「事例紹介（講義）」宮田洋之
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「コミュニケーション技術演習」小池和幸
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「その授業に AI はあるんか？」山口恭正
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報 告 REPORT 

令和 7 年度 学生の学修状況及び学生生活に関する調査について
【目的】
・本調査の目的は、学生に対する支援と指導のため、日常の学生の学修状況についての基礎的な資料

を得ることである。

【方法】
1．調査対象
・体育学部に所属する全学生を対象として調査を実施した。

2．調査内容
・「学生の学修状況に関する調査」というアンケートを Google フォームにて作成し、調査に使用した。
・質問内容は以下の通りである。：
　　①基礎的情報： 性別、学年、学科
　　②授業時間以外での自主的な学習時間（1 日あたりの平均）
　　③授業時間以外での運動やスポーツ活動の時間（1 日あたりの平均）
　　④大学での学習で最も力を入れていること
　　⑤高校 3 年時での授業時間以外での自主的な学習時間（1 日あたりの平均）
　　⑥高校 3 年時での授業時間以外での運動やスポーツ活動の時間（1 日あたりの平均）
　　⑦卒業後の進路として最も希望していること

3．調査の手続き
・調査期間は令和 7 年 6 月 4 日（水）～ 6 月 18 日（水）である。
・1 年生は各クラスの、2 年生以上は学科又はコースのオリエンテーションで使用した Google クラス

ルーム内で、「課題」として Google フォームの URL を配布、期日までの回答を依頼した。

【結果概要】
1．回答率について
・全体での回答率は 62％となった。
・学年別の回答率では 1 年（74％）2 年（70％）と比較的高いが、3 年（59％）4 年（45％）と低くなっている。
・学年のその他は本調査においては 4 年としている。

2．授業時間以外での自主的な学習時間（1 日あたりの平均）について
・統計量から学年ごとの差は実質的には僅かではあるが傾向が示唆された。一年生は 30 分未満と回答

した学生が多く、授業が少ない四年生になると三時間以上と回答した学生が多いという傾向が見られた。
一方で、学科ごとに関しては、実質的な差異はあまり見られなかった。

3．授業時間以外での運動やスポーツ活動の時間（1 日あたりの平均）
・１年生は運動の時間が長く、３年生や四年生になるにつれて運動時間が少ないと答えた学生が増える

傾向が見られた。また、体育学科が運動の時間が長く、健康福祉・スポーツ栄養の学生は運動時間が
少ない傾向が示唆された。

4．高校 3 年時での授業時間以外での自主的な学習時間（1 日あたりの平均）
・特に実質的な差は見られなかった。

5．高校 3 年時での授業時間以外での運動やスポーツ活動の時間（1 日あたりの平均）
・実質的な差異は乏しいが、体育学科の学生の運動時間が多いことが示唆された。

6．授業時間と運動時間の相関
・授業時間以外での自主的な学習時間（1 日あたりの平均）と授業時間以外での運動やスポーツ活動の

時間（1 日あたりの平均）に関しては、有意な相関は見られなかった（ρ =-0.005, p=.854）。

まとめ
・本アンケート調査は回答率が 62％となり、例年よりも低い結果となった（例年の欠損地処理と状況

が異なる可能性あり）。
・全体を学年中心にみたとき、1 年生と 4 年生を比較すると 4 年生での学習時間の増加および運動時間

の減少がみられた。
・全体を学科中心にみたとき、学習時間は昨年ほどに学部ごとの顕著な差はみられなかった。運動時間

は体育学科の学生が比較的多くの時間を確保している。一方で健康福祉学科、スポーツ栄養学科、
子ども運動教育学科の 30 分未満の割合が高くかった。これらは昨年と同様の傾向である。
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報 告 REPORT 

令和 7 年度　学生参加型 FD 研修会について 
「意欲を持って集中して取り組める授業とは」

日　　時：12 月 9 日（火） 14：30 ～ 15：50
会　　場：LC 棟 2 階会議室
テ ー マ：「意欲を持って集中して取り組める授業とは」
出 席 者：＜ FD 委員＞平良委員長、朴澤教育企画部長、佐藤周委員、白幡委員、宮田委員、後藤委員、

猪狩委員、伊藤委員、須藤委員、桑島委員
＜新任教員＞伊藤晃先生、小野先生、横山先生、坂上先生、江尻沙先生、金先生、田中先生、吉村先生
＜協力学生＞設楽息吹さん（体育３年）、久保健太さん（スポーツ情報２年）、

小池夏暉さん（現代武道２年）、渋谷優翔さん（体育３年）、
笹川修平さん（スポーツ情報２年）、佐々木優気さん（子ども運動４年）、
山口優真さん（健康福祉３年）、小島優香さん（スポーツ栄養４年）、
濱田菜菜さん（子ども運動４年）、中島朋佳さん（健康福祉２年）、
吉田雅輝さん（スポーツ栄養３年）、廣島あおいさん（現代武道２年）

内　　容：
（1）開会式：14：30 ～ 14：40

挨拶・研修会の進め方についての説明
（2）グループ討議：14：40 ～ 15：20

グループセッションに分かれて討議
（3）全体会：15：20 ～ 15：50

グループ発表、意見交換・講評

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

平良　拓也 白幡　真紀 佐藤　周平 宮田　洋之

横山　義則 伊藤　晃弘 小野　敬弘 坂上　輝将

金　　瑞年 吉村　広樹 江尻　沙和香

設楽　息吹 渋谷　優翔 山口　優真 中島　朋佳

久保　健太 笹川　修平 小嶋　優香 吉田　雅輝

小池　夏暉 佐々木　優気 濱田　菜菜 廣島　あおい
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グループ討議のまとめ（学生・教員の意見）

＜A グループ＞
　・グループワークで意見を出させる→まとめて発表、話しやすい
　・少人数（10 人以下）
　・生徒の得意分野について教員から質問がある
　・宿題をやってきてそれについての授業をする→課題についての答え合わせ
　・現場で学んだことを授業内で話す→印象に残りやすい
　・実践してみようと考えようと感じる授業
　・「なぜ学ぶのか」実生活との関連がある

＜B グループ＞
　・ほとんどの講義が教員の一方的な説明となっているが、中には個別質問、グループ演習などの講義

形式が多い
　・グループワークの場合でも、全員が情報共有に至らず、得意な学生が作成し終了していることもある
　・パワーポイントや映像を活用する講義もあるが、すべての学生が集中しているとはいえない
　・感想を述べる課題は、フォーム形式のほうが効果的、試験は紙媒体の方が知識を得る上では良い
　・授業内課題だと集中できるという話があった
　・紙媒体、クラスルームの事前配布資料と教員の講義がリンクしていることが望ましい

＜C グループ＞
　学生　
　・紙に書く、穴埋め
　・グループワーク、テーマについて考える授業、生徒が発言する
　・大人数だと集中できない、話してもバレない、少人数先生に見られている
　・強制力があった方がいい
　教員
　・アクティブラーニングが理想だが、規模が大きいと難しい、すぐに返答がない、プリントの回収

時間がかかる、かいてもらえない
　・タスクを与え、それをチェックするのが大変、指導者が面白い授業を作ることで、生徒の意欲につながる
　・学問に興味を持たせる

＜Ｄグループ＞
　・×視覚的に見にくいスライド
　・×一方的に話し続ける授業
　・×放置されたディスカッション
　・〇実用につながる授業
　・通学時間に電子媒体のほうが楽　事前学習事後学習において


